
福岡ひまわりの里　「昨年度の振り返り」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施設長　石井　美紀

福岡ひまわりの里では、現在男性利用者３１名・女性利用者１６名の計４７名の利用者が入所されています。また、５０歳以上の利用者が半数を超えました。
健康面に配慮した支援では、加齢に伴う体力の低下や、身体状態の変化、嚥下・咀嚼機能の低下など、今まで以上にきめ細かい支援が必要になっています。また、誤嚥性肺炎や体調の変化からの重篤化の恐れなど、より一層医療機関との連携の必要性が求められています。支援員・看護職員が連携し、早期発見・早期治療を最優先に安全面を優先した支援に取り組んでいきます。また、昨年度から全世界で猛威を振るっている新型コロナウイルスですが、感染拡大防止に向けた取り組みも引き続き強化していきます。現在、65歳以上の利用者につきましては新型コロナワクチンの接種を行っております。また、職員に関しても優先接種枠にて接種を進めております。64歳以下の利用者につきましてはかかりつけ医のご協力のもと調整を行っているところです。利用者がワクチンを打ち終わるまで数か月の差がありますが、引き続き感染予防対策をしっかりとりながら支援にあたりたいと思います。
生活支援では、利用者個々に合わせた支援を個別支援計画に沿って行っていきます。食事については、利用者一人ひとりの栄養、活動状況、健康状態に着目し利用者に合った食事形態で提供しています。誤嚥の危険性が高くなった利用者を中心に、食事前に行う口腔ケア体操等も取り入れながら、個々の利用者にあった支援や配慮を行います。口腔ケアについては研修を通して職員の意識付け、介護技術の向上にも努めていきます。
日中活動については、年齢や障がい特性等も考慮し、自立作業班・館内活動班・健康維持班を実施しています。今は蜜を避けた環境づくりから男女別で活動を行い感染防止に努めています。
余暇支援等については、利用者のニーズや個別支援計画に沿って計画していますが、昨年度は新型コロナウイルスの影響でクラブ活動や音楽療法等外部講師の来訪やグループ外出の実施が難しい状況でした。島内のドライブや散歩などを取り入れ、気分転換ができる機会提供に努めました。また、各行事につきましては昨年度中止になったものが多く、代替行事として館内で楽しめる企画を利用者と一緒に考え実施してきました。今後も利用者の意見を取り入れながら、利用者と作り上げる行事を企画していきます。

